指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・1939年当時のリトアニアの状況を理解させる。
・外交官としての杉原の立場と外務省とのやり取りを読み取らせる。
・杉原一家に降りかかる困難を読み取らせる。
・杉原のリトアニアでの行為の発見と，最高位の称号獲得までの経緯を理解させる。
	1時間目
	Part 1（pp.106-107）

	指導のポイント
	・ヒトラーから逃れようとするユダヤ人の状況を読み取らせる。
・ユダヤ人が希望する出国方法と，支援したい杉原の行動を読み取らせる。
・外務省への査証交付の許可申請のやり取りを理解させる。

	主な言語材料
	・SVMの倒置形
・move about 
・目的の副詞節so that ～ 
・plead for ～
・sympathized with ～

	2時間目
	Part 2 （pp. 108-109）

	指導のポイント
	・外務省からの回答をめぐる杉原一家の苦悩を読み取らせる。
・外務省の決定に背き自らの良心に従うことを決めた杉原の葛藤を理解させる。
・「人間であること」を優先した杉原の書簡を確実に読み取らせる。

	主な言語材料
	・分詞構文
・in the end
・to tell the truth
・have a firm belief that ～
・at the cost of ～

	3時間目
	Part 3 （pp. 110-111）

	指導のポイント
	・査証交付に忙殺される杉原の姿を読み取らせる。
・緊急避難を指示する外務省からの電報に対する杉原の行動を読み取らせる。
・ベルリンに向かう駅での様子を理解させる。

	主な言語材料
	・主格補語の現在分詞
・hour and hour, day by day

・関係代名詞の非制限用法

・not to do
・no longer
・run out
・while doing 

	4時間目
	Part 4 （pp. 112-113）

	指導のポイント
	・服務違反で解雇された杉原の生活を理解させる。
・杉原のリトアニアでの行為の評価のきっかけを読み取らせる。
・1985年の受賞とその後について理解させる。

	主な言語材料
	・dare to do
・強調構文
・come forward

・in doing

・in addition

	5時間目
	Comprehension （pp. 114-115）

	指導のポイント
	・正確な読み取りを通じて，本文への理解を深めさせる。
・設問箇所への迅速対応を促すため音読を強化する。

	主な言語材料
	・allow ～ to do
・a great number of ～

	6時間目
	Activity （p.128）

	指導のポイント
	・空所補充問題への取り組み方を再確認する。
・手紙の定型表現を理解させる。
・本文で扱われた語法・構文をしっかりと定着させる。

	主な言語材料
	・take power

・at the time of ～


